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海外労働事情

　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
は
昨
年
一
〇
月
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ

Ｔ
招
聘
研
究
員
で
イ
タ
リ
ア
の
労
働
法
・
労

使
関
係
国
際
比
較
研
究
協
会（
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｐ
Ｔ
）

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
で
あ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
・

ガ
ン
ベ
リ
ー
ニ
氏
を
講
師
に
、
海
外
労
働
情

報
研
究
会
を
開
催
し
た
。
以
下
、
そ
の
講
演

の
要
旨
を
紹
介
す
る
。

１

労
働
市
場
改
革
の
目
的

　

イ
タ
リ
ア
で
は
二
〇
一
二
年
に
労
働
市
場

改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
改
革
は
モ
ン

テ
ィ
元
首
相
と
フ
ォ
ル
ネ
ー
ロ
元
労
働
大
臣

の
名
前
を
と
っ
て「
モ
ン
テ
ィ
・
フ
ォ
ル
ネ
ー

ロ
改
革
（
二
〇
一
二
年
法
律
第
九
二
号
）」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

２
労
働
市
場
改
革
の
概
要

（
１
）
不
当
解
雇
に
関
す
る
制
度

改
正

ア　

概
観

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
従
来
よ
り
、
解
雇
が
有

効
と
さ
れ
る
に
は
「
正
当
事
由
」
ま
た
は
「
正

当
理
由
」
が
必
要
と
さ
れ
て
き
た
。「
正
当

事
由
」
と
は
、
労
働
関
係
の
継
続
を
も
は
や

許
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
重
大
な
非
行

を
指
し
、
こ
の
場
合
即
時
解
雇
が
認
め
ら
れ

る
。
一
方
、「
正
当
理
由
」
に
は
「
主
観
的
理

由
」
と
「
客
観
的
理
由
」
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。
主
観
的
理
由
と
は
「
労
働
者
の
契
約
上

の
義
務
に
つ
い
て
の
重
大
な
違
反
」
で
あ
り
、

「
客
観
的
理
由
」
と
は
、
事
業
所
に
お
け
る

経
済
的
・
技
術
的
・
組
織
的
な
理
由
を
指
す
。

　

裁
判
所
が
解
雇
を
不
当
で
あ
る
と
認
め
た

場
合
の
救
済
方
法
は
、小
規
模
事
業
所
と
大
・

中
規
模
事
業
所
と
で
異
な
っ
て
い
る
。
小
規

模
事
業
所
（
労
働
者
数
一
五
人
以
下
）
の
場

合
、
解
雇
が
不
当
で
あ
る
と
裁
判
所
が
認
め

て
も
、
解
雇
の
効
力
は
失
わ
れ
な
い
。
こ
の

場
合
、
救
済
方
法
は
金
銭
の
支
払
い
又
は
当

該
労
働
者
の
再
雇
用
で
あ
り
、
使
用
者
が
ど

ち
ら
か
を
選
択
す
る
。
再
雇
用
の
場
合
は
、

解
雇
に
よ
り
元
の
契
約
は
消
滅
し
て
い
る
の

で
、
新
た
な
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

一
方
、労
働
者
数
が
一
五
人
を
超
え
る
大
・

中
規
模
事
業
所
の
場
合
、
不
当
解
雇
は
無
効

と
な
る
。
そ
の
た
め
雇
用
契
約
は
中
断
し
な

い
と
の
扱
い
に
な
る
の
で
、
当
該
労
働
者
は

原
職
へ
の
復
帰
と
未
払
給
与
を
請
求
で
き
る
。

　

今
回
、
こ
の
労
働
者
憲
章
法
（
一
九
七
〇

年
・
第
三
〇
〇
号
）
第
一
八
条
は
二
〇
一
二

年
法
律
第
九
二
号
に
よ
り
以
下
の
よ
う
な
改

正
が
さ
れ
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
解
雇
に
正
当
事
由
又

は
正
当
理
由
が
必
要
で
あ
る
点
に
ま
っ
た
く

変
更
は
な
い
。
今
回
の
改
正
は
、
裁
判
所
が

不
当
解
雇
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
の
救
済
方

法
の
変
更
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る
。

イ　

解
雇
通
知

　

改
正
前
は
、
使
用
者
は
解
雇
の
際
に
理
由

を
示
す
必
要
が
な
い
が
、
労
働
者
は
解
雇
か

ら
一
五
日
以
内
は
解
雇
理
由
を
聞
く
権
利
が

あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
改

正
に
よ
り
、
使
用
者
は
解
雇
前
に
解
雇
理
由

を
書
面
で
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。

ウ　

客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇

　

客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇
と
は
、
経
済
的

理
由
、
技
術
的
理
由
、
組
織
的
理
由
に
よ
る

解
雇
を
指
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
大
・

中
規
模
事
業
所
が
客
観
的
理
由
に
よ
り
労
働

者
を
解
雇
す
る
場
合
、
事
前
手
続
き
と
し
て
、

調
停
（
一
九
六
六
年
・
法
律
第
六
〇
四
号
）

を
試
み
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
手
続

き
に
お
い
て
は
、
使
用
者
は
解
雇
さ
れ
る
労

働
者
と
労
働
省
地
方
事
務
所
に
対
し
て
、
①

雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ
る
意
向
が
あ
る
こ
と
、

②
解
雇
の
正
当
理
由
、
③
労
働
者
の
求
職
活

動
の
支
援
措
置
、
の
三
つ
を
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

労
働
省
地
方
事
務
所
は
受
理
か
ら
七
日
以

内
に
両
当
事
者
を
地
方
調
停
委
員
会
に
招
集

し
て
聞
き
取
り
を
行
う
。
そ
し
て
受
理
か
ら

二
〇
日
以
内
に
手
続
き
を
終
え
て
調
書
を
作

成
す
る
。
調
停
が
成
功
す
れ
ば
雇
用
契
約
は

「
合
意
」
に
よ
り
終
了
し
、
法
律
に
基
づ
く

支
援
措
置
及
び
職
業
紹
介
所
の
再
就
職
支
援

が
行
わ
れ
る
。
調
停
が
失
敗
し
た
場
合
、
又

は
労
働
省
地
方
事
務
所
が
七
日
以
内
に
両
当

事
者
を
招
集
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
使
用
者

は
解
雇
通
知
を
し
て
労
働
者
を
解
雇
で
き
る
。

　

制
度
改
正
前
は
労
働
省
が
手
続
き
に
一
切

関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
改
正
に
よ
り
労

働
省
が
手
続
き
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、

労
働
者
に
対
す
る
保
護
が
強
化
さ
れ
た
。
二

〇
一
二
年
七
月
の
施
行
以
来
、
二
〇
一
三
年

七
月
ま
で
に
六
〇
〇
〇
件
の
調
停
が
試
み
ら

れ
、
四
〇
％
が
成
功
し
て
い
る
。

エ　

労
働
者
憲
章
法
の
再
編

　

労
働
者
憲
章
法
の
第
一
八
条
に
お
い
て
、

「
原
職
復
帰
」
と
い
う
表
現
が
「
不
当
解
雇

の
場
合
の
労
働
者
の
保
護
」
に
変
更
さ
れ
た
。

ま
た
、「
差
別
的
解
雇
」
に
つ
い
て
の
救
済
方
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法
が
定
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、「
労
働
者
の
規

律
違
反
を
理
由
と
す
る
解
雇
（
主
観
的
理
由

に
よ
る
解
雇
）」、「
客
観
的
理
由
に
よ
る
解

雇
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
裁
判
所
が

不
当
な
解
雇
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き
の
救

済
方
法
に
つ
い
て
規
定
が
さ
れ
た
。

（
ア
）
差
別
的
解
雇

　

差
別
的
解
雇
に
つ
い
て
の
救
済
方
法
の
規

定
は
、
解
雇
理
由
が
何
で
あ
れ
適
用
さ
れ
る

規
定
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
規
模
の
事

業
所
に
適
用
さ
れ
る
。
加
え
て
管
理
職
に
も

適
用
さ
れ
る
。
性
別
や
政
治
的
信
条
な
ど
を

理
由
と
す
る
差
別
の
ほ
か
「
産
休
・
育
休
・

結
婚
な
ど
を
理
由
と
し
た
解
雇
」、「
訓
練
休

暇
後
の
解
雇
」、「
口
頭
で
の
通
知
に
よ
る
解

雇
」、「
内
部
告
発
者
へ
の
報
復
的
解
雇
」
な

ど
も
含
ま
れ
る
。

　

裁
判
所
が
差
別
的
解
雇
と
認
め
る
と
、
労

働
者
は
原
職
復
帰
ま
た
は
最
大
一
五
カ
月
分

の
給
与
の
支
払
い
を
要
求
で
き
る
。
そ
の
他

に
、
不
当
な
失
職
に
よ
り
被
っ
た
損
害
の
補

償
（
バ
ッ
ク
ペ
イ
。
最
低
五
カ
月
分
）、
社

会
保
険
料
の
支
払
い
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
。

（
イ
）
労
働
者
の
規
律
違
反
を
理
由
と
す
る

解
雇

　
「
労
働
者
の
規
律
違
反
を
理
由
と
す
る
解

雇
」
は
、「
主
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇
」
と
も

言
い
換
え
ら
れ
る
。「
労
働
者
の
規
律
違
反

を
理
由
と
す
る
解
雇
」
に
つ
い
て
は
、「
正
当

事
由
」
ま
た
は
「
正
当
理
由
」
が
な
い
場
合

は
無
効
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
規
律
違
反

が
立
証
さ
れ
な
い
と
き
や
、
労
使
協
定
や
就

業
規
則
に
照
ら
し
、
よ
り
軽
い
処
分
に
す
べ

き
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
に
よ

り
解
雇
は
無
効
と
さ
れ
、
被
用
者
は
原
職
復

帰
又
は
最
長
一
五
カ
月
分
の
給
与
の
支
払
い

を
要
求
で
き
る
。
さ
ら
に
、
最
大
で
給
与
の

一
二
カ
月
分
の
補
償
（
バ
ッ
ク
ペ
イ
）、
社

会
保
険
料
の
支
払
い
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
当
な
主
観
的
理
由
ま
た
は
解
雇
事

由
を
使
用
者
が
示
さ
な
い
場
合
は
、
解
雇
日

に
お
い
て
雇
用
契
約
は
終
了
し
、
労
働
者
に

一
二
～
二
四
カ
月
分
の
補
償
（
勤
続
年
数
、

労
働
者
数
、
事
業
所
規
模
に
よ
り
定
め
ら
れ

る
）
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
正
当
理
由
の
提
示

義
務
違
反
又
は
規
律
義
務
違
反
解
雇
を
行
う

た
め
に
必
要
な
適
正
手
続
違
反
が
あ
っ
た
場

合
も
、
解
雇
日
に
お
い
て
雇
用
契
約
は
終
了

と
な
り
、
労
働
者
に
は
六
～
一
二
カ
月
（
使

用
者
の
違
反
の
重
大
性
に
よ
り
定
め
ら
れ

る
）
の
補
償
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
救
済

は
、
大
・
中
規
模
事
業
所
の
み
に
適
用
さ
れ

る
。

（
ウ
）
客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇

　

こ
の
客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇
が
不
当
と

な
る
場
合
に
つ
い
て
の
救
済
方
法
の
規
定
も
、

大
・
中
規
模
事
業
所
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。

客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇
（
経
済
的
理
由
、

技
術
的
理
由
、
組
織
的
理
由
に
よ
る
解
雇
）

に
つ
い
て
は
、
次
の
場
合
、
不
当
と
さ
れ
る
。

　

①　

労
働
者
の
身
体
又
は
精
神
的
な
不
適

格
が
理
由
で
な
い
場
合

　

②　

企
業
の
組
織
運
営
や
生
産
活
動
が
理

由
で
な
い
場
合

　

③　

病
気
休
業
、
育
児
休
業
期
間
中
の
場

合

　

こ
れ
ら
に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
解
雇
は

無
効
で
あ
り
、
原
職
復
帰
又
は
最
長
一
五
カ

月
分
の
給
与
の
支
払
い
を
要
求
で
き
る
。

　

ま
た
、
最
大
で
一
二
カ
月
分
の
補
償
、
社

会
保
険
料
の
支
払
い
な
ど
も
認
め
ら
れ
る
。

　

次
に
、
客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇
に
つ
い

て
、
使
用
者
の
主
張
す
る
正
当
理
由
に
根
拠

が
な
い
か
、
理
由
の
根
拠
が
十
分
で
な
い
場

合
に
は
、
労
働
契
約
は
終
了
と
な
る
。
こ
の

場
合
、
解
雇
時
の
給
与
の
一
二
～
二
四
カ
月

分
の
補
償
（
勤
続
年
数
、
労
働
者
数
、
事
業

所
規
模
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
）
が
行
わ
れ

る
。

　

第
三
に
、
客
観
的
理
由
に
よ
る
と
さ
れ
た

解
雇
が
、
差
別
的
解
雇
又
は
労
働
者
の
規
律

違
反
を
理
由
と
す
る
解
雇
で
あ
る
と
き
は
、

上
記
の
救
済
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

　

第
四
に
、
客
観
的
理
由
に
よ
る
と
さ
れ
た

解
雇
に
つ
い
て
、
正
当
な
理
由
を
提
示
し
な

い
と
き
又
は
調
停
に
つ
い
て
の
義
務
を
遵
守

し
な
い
と
き
は
雇
用
契
約
は
終
了
と
な
り
、

労
働
者
に
給
与
の
六
～
一
二
カ
月
分
の
補
償

（
使
用
者
の
違
反
の
重
大
性
に
よ
り
定
め
ら

れ
る
）
が
行
わ
れ
る
。

（
エ
）
解
雇
の
撤
回

　

労
働
者
が
解
雇
に
異
議
を
申
し
立
て
た
場

合
、
使
用
者
は
異
議
申
し
立
て
の
通
知
か
ら

一
五
日
以
内
で
あ
れ
ば
解
雇
を
撤
回
で
き
る
。

使
用
者
が
解
雇
を
撤
回
し
た
場
合
、
労
働
者

は
職
場
復
帰
す
る
。
使
用
者
は
解
雇
日
か
ら

撤
回
日
ま
で
の
給
与
を
支
払
う
必
要
が
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
の
賠
償
は
不
要
で
あ
る
。

（
２
）
集
団
的
解
雇
に
お
け
る
制

度
改
正

　

こ
の
規
制
は
大
・
中
規
模
事
業
所
で
あ
る

場
合
、
同
一
事
業
所
に
お
い
て
一
二
〇
日
間

に
五
人
以
上
の
労
働
者
を
経
済
的
理
由
、
技

術
的
理
由
、
組
織
的
理
由
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
解
雇
す
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

　

人
員
整
理
手
続
き
に
お
い
て
は
―
こ
れ
は

改
革
後
も
内
容
に
変
更
が
な
い
―
使
用
者
は

ま
ず
書
面
に
よ
り
労
働
組
合
に
対
し
て
、
人

員
整
理
を
決
定
し
た
理
由
、
対
象
者
、
再
就

職
支
援
の
内
容
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
後
労
働
組
合
は
解
雇
回
避
措
置
等

を
検
討
す
る
協
議
を
要
求
で
き
る
。
こ
の
協

議
で
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ま
た

は
協
議
の
要
求
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
使
用

者
は
労
働
省
地
方
事
務
所
で
の
協
議
に
出
席

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
記
の
一
連
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
た
後
で
、
使
用
者
は
個
々
の
労

働
者
に
解
雇
通
知
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

改
正
に
よ
り
、
人
員
整
理
の
手
続
き
に
お

い
て
、
労
働
組
合
が
協
約
に
署
名
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
労
働
組
合

が
人
員
整
理
の
手
続
き
違
反
に
つ
い
て

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
人
員
整
理
手
続
き
違
反
が
あ
っ

た
場
合
の
救
済
の
方
法
が
見
直
さ
れ
た
。
手

続
き
違
反
に
は
①
書
面
に
よ
る
通
知
の
な
い

解
雇
、
②
労
働
協
約
違
反
、
③
人
員
整
理
対

象
者
選
定
の
基
準
違
反
で
あ
る
。

ア　

書
面
に
よ
る
通
知
の
な
い
解
雇

　

こ
の
場
合
裁
判
所
は
解
雇
を
無
効
と
し
、

原
職
復
帰
（
ま
た
は
最
大
で
一
五
カ
月
分
の

給
与
支
払
い
）、
不
当
な
失
職
に
よ
り
被
っ

た
損
害
と
し
て
少
な
く
と
も
五
カ
月
分
の
給

与
支
払
い
、
そ
し
て
社
会
保
険
料
な
ど
の
支

払
い
を
使
用
者
に
命
じ
る
。

イ　

労
働
協
約
違
反

　

解
雇
は
有
効
で
あ
り
、
裁
判
所
は
解
雇
日

に
お
け
る
雇
用
契
約
の
終
了
と
、
給
与
の
一

二
～
二
四
カ
月
分
の
補
償
を
命
じ
る
。

ウ　

人
員
整
理
対
象
者
選
定
の
基
準
違
反

　

人
員
整
理
対
象
者
の
決
定
に
つ
い
て
、
人
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種
や
性
別
に
よ
る
差
別
が
な
さ
れ
る
な
ど
法

令
違
反
が
あ
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
解
雇
を

無
効
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
原
職

復
帰
（
ま
た
は
最
大
で
給
与
一
五
カ
月
分
の

支
払
い
）、バ
ッ
ク
ペ
イ（
一
二
カ
月
分
以
下
）、

社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
を
命
じ
る
。

（
３
）
退
職
願
の
確
認

　

イ
タ
リ
ア
で
は
労
働
者
を
雇
用
す
る
際
に
、

日
付
が
空
欄
の
退
職
願
を
提
出
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
労
働
者

を
辞
め
さ
せ
た
い
と
き
に
使
用
者
が
退
職
願

に
日
付
を
記
入
し
て
、
退
職
と
い
う
扱
い
に

す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
不
法
な
行
為
を
防
ぐ
た
め
に
、
従
来

よ
り
妊
娠
中
の
女
性
や
子
供
を
持
つ
父
親
な

ど
一
定
の
労
働
者
の
退
職
願
に
つ
い
て
は
、

労
働
省
地
方
事
務
所
や
地
方
職
業
安
定
所
、

労
働
協
約
で
定
め
ら
れ
た
機
関
な
ど
が
退
職

願
が
労
働
者
の
自
由
な
意
思
に
よ
る
か
ど
う

か
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
改
革
に
よ
り
、
そ
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
は
子
ど
も
の
年
齢
が

一
歳
以
下
の
場
合
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、
三

歳
以
下
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。

３
労
働
市
場
改
革
へ
の
評
価

　

労
働
市
場
改
革
に
よ
る
法
律
は
二
〇
一
二

年
七
月
か
ら
適
用
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、

従
来
は
大
・
中
規
模
事
業
所
に
お
け
る
労
働

者
の
解
雇
が
裁
判
所
に
お
い
て
無
効
と
さ
れ

た
場
合
の
救
済
方
法
は
、
原
職
復
帰
が
原
則

で
あ
っ
た
。
今
回
の
改
革
で
は
、
こ
れ
に
対

し
て
、「
客
観
的
理
由
に
よ
る
解
雇
」
す
な
わ

ち
事
業
所
の
経
済
的
、
技
術
的
、
組
織
的
理

由
に
よ
る
解
雇
に
つ
い
て
、「
使
用
者
の
主
張

す
る
正
当
理
由
に
根
拠
が
な
い
か
、
理
由
の

根
拠
が
十
分
で
な
い
」
と
裁
判
所
が
判
断
し

た
と
き
に
は
、
原
職
復
帰
が
認
め
ら
れ
ず
金

銭
補
償
に
よ
る
救
済
の
み
と
な
る
こ
と
な
ど

が
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
客
観
的

理
由
に
よ
る
解
雇
」
が
「
企
業
の
組
織
運
営

や
生
産
活
動
が
理
由
で
な
い
」
と
裁
判
所
が

判
断
し
た
と
き
は
、
今
後
も
原
職
復
帰
が
原

則
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
要
件
が
実
際
に

ど
う
異
な
る
か
は
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
現
実
に
は
、
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
と

い
え
る
。
抽
象
的
な
規
定
で
あ
る
の
で
裁
判

所
が
ど
う
判
断
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
、
裁
判
所
は
依
然
と
し
て
原
職

復
帰
を
命
ず
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
金
銭
補
償

を
す
る
ケ
ー
ス
は
増
え
て
い
な
い
。
ま
た
、

法
律
の
規
定
に
つ
い
て
様
々
な
解
釈
が
可
能

で
あ
る
た
め
、
ロ
ー
マ
と
ミ
ラ
ノ
の
裁
判
所

で
ま
っ
た
く
異
な
る
判
決
が
出
る
と
い
う
よ

う
な
事
態
も
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
、
裁

判
所
の
解
釈
の
裁
量
が
大
き
い
状
況
で
は
、

解
雇
す
る
場
合
の
費
用
の
予
測
可
能
性
が
高

ま
っ
た
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
現

状
で
は
、
政
治
家
が
意
図
し
た
改
革
目
的
が
、

十
分
達
成
さ
れ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

【
参
考
資
料
】

L
aw

 N
o. 92/2012, T

he so-called M
onti-Fornero 

R
eform

, Labour M
arket R

eform
 in Italy, G

abriele 
G

am
berini, Tokyo, 24th O

ctober 2013
	

h
ttp

://w
w

w
.ad

ap
t.it/b

o
letin

esp
an

o
l/

docs/2013_10_24_dism
issals_fornero_labour_

reform
_EN

G
_G

am
berini.pdf


